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あ、自分にもできる（親近感）活動があるかもしれない（興味・関心）参加してみよう（行動） 
そんな会員向け通信を目指しています。 

 

企業支援本部は、DF 設立当初から活動を続ける中核事業の一つであり、DF の活動基盤を支えてき
た。現在は、企業支援、コンサルティング、スタートアップ支援、エグゼクティブサーチの 4部門で構成され、
企業の成長支援を通じた社会貢献を目指している。そのため、支援の可否は収益性だけでなく、その企
業が社会にどのような価値をもたらすかも重要な判断基準としている。 
主な活動は、延べ 700 社を超える紹介先企業とのネットワークを活かし、支援企業の販路拡大や事業
機会の創出につなげること。「三方良し」を合言葉に、支援企業、紹介先企業、そして DF 自身のための
活動となっている。 
対象となる支援企業は関東中心だったが、地域デザイン本部や観光立国研究会との連携をきっかけに、
地方の企業支援への可能性も見え始めている。これは、地域の活性化という新たな社会貢献につながる
可能性があり、事業部の枠を超えた協働はこれからも力を入れていく分野になるだろう。 
 
大崎晃久（1231）/企業支援本部本部長 談 
 
＊編集部注 山梨県北杜市、 島根県出雲市、茨城県行方市、つくば市などで協議が進行中です。 
 

 

 



服部毅（382） 
私の故郷、福岡県久留米市は、筑後川の流域に広がる「ものづくり」の熱いDNAが息づく街です。 
この地で生まれた「久留米絣」は、十三歳の少女・井上伝が、着古した藍染め絣の色落ちした白い部分
を見て図案化したのが始まりです。「霜降り織」と呼ばれた織物は瞬く間に全国に広がりました。伝の情熱
は、天才発明家・からくり儀右衛門こと田中久重の着想力へと繋がり、織機を劇的に改良。この頑丈な
木綿生地の量産が久留米を足袋産業の中心に育てました。 
家業の仕立屋に生まれた石橋正二郎は、足袋の底にゴムを貼る改良で成功を収め、タイヤの将来性に
着目してブリヂストンを設立。世界屈指のタイヤメーカーの基礎を作りました。 

この「失敗を恐れぬ改善の精神」は食文化にも宿
り、うっかり煮込みすぎたスープの失敗から、日本
初の「白濁豚骨ラーメン」の奇跡を生みました。 
先人たちのイノベーションの歴史を、本場の「久留
米ラーメン」のコク深い味わいと共に是非感じてくだ
さい。  
 
 
 
 
久留米とんこつラーメンイメージ 
 

 

 

《イベントのお知らせ＆報告》 

・10月 15日（木）地域デザイン勉強会の開催 15：00～17：00＠DFスタジオ 
実家の仕舞い方・活かし方のアンケート結果に基づき、経験者とこれから処理する予定の方々をお招き
し、パネルディスカッションを開催いたします。 
 
・「フレイル街づくり委員会」が設立され、相模原市、館山市、柏市で会員がフレイル予防普及活動のた
めの検討を始めました。活動推進のため、自治体（幹部）とのネットワークがある方はご連絡いただけま
すと幸いです。 
 



 
問い合わせ先︓ご意見、感想、お問合せなど下記までお寄せください。お待ちしています 
dfchiiki-tsushin@directforce.org 
編集部︓小島千代美・松瀬高志・宮武里美・岡田知之 
 
（編集後記）大崎さんへの取材で印象に残ったのは、「三方良し」を大切にし、企業が社会にもたらす
価値を見据える姿勢です。企業支援と地域デザインの連携を通じて、DF ならではの新たな価値をともに
生み出していければと思います。（M2） 
 
地域デザイン通信 バックナンバーはこちら https://directforce.net/regional-design/ 
ページの一番下までスクロールしてください。 
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